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pholo:K. Miura 

Carissimi Amici, 

Con queste poche parole esprimo tutta la 

mia riconoscenza e gratitudine per ii tanto 

affetto e la grande stima che mi avete 

sempre dimostrato in tutti questi anni. 

II 2007, per me , e un anno indimenticabile 

perche festeggio i miei 50 anni di carriera, 

un traguardo memorabile nella vita di una 

persona ma soprattutto di un cantnatc 

lirico.Ho iniziato quest'anno in Giappone e lo 

finisco sempre qui; e sono felice e onorata di 

brindare insieme con Voi a questo evento 

eccezionale. 

Con immenso affetto un abbraccio a tutto il 

Giappone 

Fiorenza Cossotto 

愛する友人の皆さまへ

少ない言業ながら、皆様がこの長い年月にわたり私に

お示しくださる、変わらぬ深い愛情と大きな敬意に対し

て、心からの感謝の気持ちをお伝え致します。

一人の人間として、そして何よりオペラ歌手としての人,,,_

において、キャリア50年という記念するべき節Hを迎え

ることができ、 2007年は私にとって忘れ得ない年となり

ました。その年を私は「l本で迎え、こうして再びII本で

締めくくるのです。

皆様とご一緒に祝杯をあげることのできるこの特別な

瞬間（とき）を、私は幸せに、そして光栄に思います。

限りない愛を込めて、 l―1本の全てを抱きしめながら。

フィオレンツア・コッソット

Messr1ggio 

Mi c・gr;rclilo inviarc qucslo messaggio augurale, a nome 

dcl「/¥mbasciala cl・Italia in Giappone, e mio persona!e, in 

occasionc dell;r scric cl i concerti che Fiorenza Cossotto terra'in 

Tokyo eel Os;ilrn per commcmorare ii 50mo anniversario clelJe 

sue・;11livit;r・;rrlistichc. 

Dopo ii (i('bulto ncl 1957 a Milano presso il Teatro alla Scala. la 

celeberrin,a rnezzosoprano italiana ha continuato a conquistare, 

u no dopo「,rllro. i rnaggiori tcatri d'opera non solo in Italia ma 

anclw 11el mondo. In particolare, ha suscitato e suscita 

ammirazionc e cnlusiamo in Giappone, dove la sua e'una 

pre郎 llZil い）slantc c significativa nel panorama musicale 

conle111por;111eo e la accolgono sempre molto calorosamente i suoi 

fecldissi111i a111111iratori. 

Sono (・（・rtorht anchc quest'anno i suoi concerti saranno 

rnronal i cl.i un gr;1nclc successo, e mi unisco al pubblico 

giapponC'se nell'esprirncrc ii mio piu'sincero augurio e 

ringr;1zia111e11lo. 

メッ七ージ

L'Ambasciatore d'Italia 

(Mario Bova) 

こ())たぴフ｛オレンツ(・コッソッ トさんのデピュー50周年記念公祇が束ぶ(..k. 阪

で1::111「される())にあたり、 イ1:11イタリア人使館として、また私個人として、このお料

ぴ(/)メッ七ージをお送りします。

l ~J S7年、 ミ ラノ 0) スカラ所でデビューを飾って以米、このイタリアのイi名なメゾ・ソ

プラノは、 イタリアのみならず、 Ill:界中の名l"J歌削場を次々と制覇して行きました。

とりわけ、 1い でもこれまで称竹と熱狂を引起こしてきましたが、今なおそうで

す，， こO)l'-IO)現代の('i楽シーンの中でのコッソットさんのプレゼンスはイ通））かつ

紅義深いものであり、年米の熱心なファンの杵さんに称にとても暖かく迎えられて

いるのです，＇

今年(})コンサー トも人）成功を収めることを確信すると共に、「1本の聴衆の）j々 と

糾になって、 私も心からのお卜名びと感謝の気持ちを表したいと息います。

駐1-1イタリア大使

マリオ・ボーヴァ

． 50th Anniversary 
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代表取締役

輪嶋東太郎

不肌/1り1のメゾ・ソプラノ、フィオレンツァ ・コッソットの「デピュー50年出念公油」という火事業に批わらせていただ＜喜びは、この場で話りつ

くすことはできません。

フィオレンツア・コッソットの歌、それは「歌ではない。愛そのもの」、私はそう息っています。そしてヴォイス・ファクトリーが2001年から111年

彼女を招聘し続けてきた理由はその一点に尽きます。彼女のデビュー50年という節口に際し、彼女の音楽の「真の仰大さ」を、少しでも伝

えたい、そう思いこれまでの貨重なフォトグラフなどを）IJいたこの記念プログラムを作成することにいたしました。その音楽を生みIllす彼

女の魂…。本プログラムに収録された、いまでも少女のように輝く蛉りのない純粋なH、そして自分に対する異常なまでの厳しさを表す彼

女自身の言葉の中に、その全てが集約されていると息ったからです。

あらゆるジャンルを越えて「本物の芸術」から人間は 「愛」を受け取り、この世を生きていくために必要な力を与えられるのだと息います。そ

してそれは、海や空や山といった大自然を批評することに滋味を持たないのと同様、それに接することそのものが感動的であり、幸伽なこ

となのだと思います。ここ数年彼女の歌に接してくださった多くの方々も、きっとそう感じていらっしゃると、私は信じています。

高齢化を迎える日本は、彼女と同軋代の人口が急速に櫓えていく一方で、人々の繋がりがどんどん希悔になり、愛すること、愛されること

への実感を失いつつあります。だからこそ私は、彼女の命が続く限り、そして彼女が歌に人生をかけ続ける限り、私たち聴衆にその歌をllU

かせ続けてもらいたいと願わずにいられません。

ここに一枚の写真があります。 20年前、大学を卒業したばかりの私が初めてコッソットさんの演奏に接した公浙後、サインに並んだときに

撮っていただいたものです。子どもの頃から10年以上も待ち焦がれた彼女の来H。自分の番となり、サインをお願いする色紙を差しIiiした

とき、緊張と感動で手が震えていたのを覚えています。20年後にこのようなHが来るなどという運命は、このとき、私はもとよりコッソットさ

んご自身も想像だにしていなかったことでしょう。人生とは不思議な縁に祁かれるものです。

歌う芸術家、フィオレンツァ•コッソットの人生において記念すべき 、 この浙奏会にお越しいただいた皆様にとりましても、今口という I I が記

念すべき瞬間（とき）となることを願っております。彼女の音楽を通し、生きる喜びを実感していただける演奏会となれば、主催者としてそれ

以上の喜びはございません。公演実現にご協力いただきました全ての皆様、ご来場いただきましたお客梯に心から御礼申し上げます。そ

して本日この会場で人生の瞬間を共有する全ての方々の幸せを心からお祈り致します。

・1,I I: 訊余必 久 f-~

デヒ ,-;ill},がI,心念公iり1、1以）でとうこさいよ・j,、'l"-111:紀にわたり歌い粒けていらっしゃる

とはなんとふ111'/らしい1:JkI・人り でしLう，， J ッソッ I・さんの姿勢は、いつも「）比衆のために

歌う1といこどでLIこ， 1,.盛JUI、これでもかと ，Iうはどその歌州が1貼り袢いた時も'..そし

て今、 l'I熱）UH・人りしみじみと人々の心に染み人るように歌いかける時も・..いつだって、

代らフ rンり）ためいlk, てくださべいたり）です，、その歌）Hは、慈愛に悩ちているといって

も過，1ではない./;: I'ー・）もリ ン1,,.,ッツア もアムネリスも、 深い鮒釈に支えられて、

/,~ 々 ::,'・1., トさんり）も0)となり、Jt(iいている私、O)ltiにはいつの間にかi戻が流れているので

す，、 り・1りに感P)Jが深くな，・（ し、 I.,J,, k <J~ く：lkい紐けてくださいませ。

,'di fll f- 1,1-f地

フィオレンツ,.. ',・ ノ,I・ さん0)').1/イタルなはじめて）比いたときの感動は、 言菜ではM・ぃ
い）しがたか ，／・，そこい 、リ'IJ'カ',h ,Iこ，， ；（k/ to> •ドから、その心はこちらの胸を熱くし

た ，， こういう粁験か り えられ に•：・せな．深く感~，射したいな（持ちになった。

デヴィ・スカルノ

5U),',J伯1双）でとうこふヽ L4 .. ;.・ ノ・ソ J ウノとして 火 l".J比蒻、~)跡の歌）:,、イく憔IJ¥O)大歌

T-・ ・ ・!Hro,Jぷしな務さAもこ1ていなノ (1レンツ r. コッソッ ト、オペラ史に残るこの記念
公柑［は、あなた0)、し1・1kjiit・その歌内を女11みつけることでしょう。

11,: 藤 llり（・ ハイ,j'i.e.人ト

オペラ歌「デヒ ，:,{)/, が1を迎えられるのは、 !'(に陀児である。しかも少しの和のttえも
見えないところか史なる i• J :i.~り）」しを見させ、 1;:1かせてく れる。文は33年前のある111'/れた

II 、私は u ーマり） ＼，イリ ・） ー レ・ ,1 、 i• ルのスイー ト ・ルーム、 かの 1せ紀のプリマドンナ、マ

リア・カラス；VIに.,1'ノノ lヽ久'1.'.な紹介され、1≪11ぶされていた名テナー、ジョゼソペ・ディ

ステーフ，・ノ八と3人でイペッO)i'ifじ）11・ ついて ，， /t られていたのを側で1"/11.~I/りか憐Jいていた

n, 「（な深い思い/11があI.,.,1に「イーダにおける役どころの品であった。あの頃は、パレ
リ ーナとオ ベ •J 歌「 IJ.4-.,, I 内命が）·りか った，，ところが、マーヤ• プリセッカヤ、フィオレン
ツア・コッソ ット久火と/1,1・火を＇かえてくれる人スターがill視されたから、命ある限り諦めるな
という心0)文えになる，， 11)]OJ<ンサート、,j,:'",に染しみです。

林｝ぶ｛・ ソプツノ歌 f

フィオレンツ rさんとり）)JJJlii[ は l!I H:l介 11、 U•'/y ト ー レ」のヴェ ローナの •J I 越し公 iii(がス

イスのルガーノでさIL/・11、¥.,.息いがI)・4Jl'i化に糾り）にして）i'Iき感激でした。その後7行1;,Iiで

:lOi"i近いJtivlをさ・¥!てIiiさ1ヤ人-,・ヤ人ご,,とl小要がってmきました。彼女の索11,'iらしい
/iと役竹りはイクリぅ'0) し、統的 な J,1, f他 に J,L -J さ、 か り）テクニックや ~t台沿発]'\·の索11,'iらし

さは，，IIにもilli必な，(1しLi.lん，， 糾や/j釦JlO)鬼とよで息われるお人柄は近くで歌いながら、

色々なことを学ばせて）iiさ感刈していよj,,!Iii女を出えるメゾは・休いつl-Jl'/1¥されること
か？私を満）Lさせてく れる人はソ (1レンツrを迅えて今も見つかりません。

71源,.. 冬之 スピ'/I'I・ル・）Iウン・l:ウー

デビューSOJ/,/りを心念しに公演o>llllfll'、，成におめでとうございます。コッソットさんのアズ

チェーナ役などいくつかの公iv1なlll↓していよす，，オペラ ~kfのli'i命として年齢とともにj片
が杖えるのかi';jlliで・jが、しかし，約くことに.11/i幻よそれ以 I・.にii、)1f11の允‘火を感じさせる

鵞l妙り'<J北）Jを小＼‘ってい;J.・j,, 11 や 「 VJ jl/J さひとつひとつにも ~I•耗をnいで歌われる様［・
は見jfで 瞬たり ともIIが削l・i.l出せん，、 物晶の人物像を鮮やかにllii視させる表現）Jは必兄

でしょう，9

学生時代にか楽を学んでいた頃、マリア・カラスとコッソットさんが怜れの人でした。i舌i祉JYI
1: りも短くセンセーショナルに駆け抜けたカラスの生ilHと対！！（（的に、 ,,:,々と50周年という梵沢

的な節l」を迎えられたコッソッ トさんに災敬の念を焚じえません。俊しさの中に激しさを、
大らかにして繊細なその歌占の,i,に私i'.I身の行楽人生を映してみたいとワクワクしなが

らその時を待っています。

艮江辛llrJ_ .(株）デアコスメティックス

初めにコッソソ トさんに「デビュー50)/i]年記念公訓」のお祝いをq,しI・.げます。1970年代に
NHKによるイタリア歌劇公甑で、1:.,WLが,・,つ飩布を北えた「ノルマ」、「アイーダ」以来の

コッソットファンの1人であった私が2001年束京での7年ぶりのリサイタルで以前にも）竹した

,,,: 倒的柑凪と存在感そして年齢を重ねた「州の輝き」 に30年 1l•i と \ ,;] じ感動を北えたことが

「コッソソトさん」そして「ヴォイス・ファク トリー」とのご縁の始まりでした。1960年代から

のオペラファンの私に神がりえてくれたようなご緑が、その後2002年リサイタル、 2003年

「イル・トロヴ7トーレ」の公演に個人として協佼させてIiiく平述に忠まれオペラファンとし

ては最閥0)校沢と至術を経験させてJJiきました。また2004年にはコッソットさんとして初
めての台消でのリサイタルも台沿の ~II人、友人の協力をお刷いし実現したことも私の人切

な思いII.Iであります。実に50年に旦り II!界のオペラ界で トップレベルを維持されるための
鍛錬と努）Jは計り伐IIれませんが、ステージではそのような苦労は全く感じさせませんし、ま

たステージを離れての人1月昧溢れる温かさ、立容さなど私が学ぶことが多々ありま した。

2001年以後、大歌手コッソットさんと交友させて頂けたことを心から感謝,pし1-.げ、生龍
現役を応援したいと息います。

詞 止沿塁L-.J¥lHK音楽・伝統芸能番組部長

1987年lO月、藤原歌以1]団の公浙、歌劇 「トロヴァトーレ」のテレビ収録を私は担当しまし

た。第2硲アンヴィル ・コーラスに絞いてアズチェーナのアリア「炎は燃えて」の歌声が束

取文化会館に嗚り評きました。熱唱に感激した聴衆の打l手がl貼りやまず、約2分以上も続

きました。数多くのオペラを経験した私にとっても、忘れられない体験でした。

碑辿生 ,NHK音楽・伝統芸能番糾部チーフ・プロデューサー

デビュー50)』年、心からお祝い1¥1し上げます。初めてお会いしたのは、今年のNHKニュー

イヤーオペラコンサートの特別ゲス トとしてごIHiiiiいただいた際でした。とても擾しい采禾II

な方という第•印象でしたが、舞台に上がると変、その圧倒的な存在感と歌の追）Jに全

身鳥）VLがたったのをt忍えています。「歌う」ことの本質を感じさせてくれたことにとても感
謝しています。これからもIll界中に「生の喜ぴ」を届けてください。

湘咄牡輯音楽評論家

オペラ 1-.iYi史の中で、メゾ・ソプラノといえば、バルビエーリやシミオナートが私逹を魅fし
ていた。しかしフィオレンツァ• コッソットIll視以米、メゾソプラノの様相は全く変わってし

まった。なんという巨人なスケールの持主、）：iのjl,,カの絶対的）J成り。そして何より輝かし

い翡音から低名への輻）よい戸域の節異的な1磁）J! 私は60年代、ザルップルクでカラヤン

枠の彼女のエポリ姫をイu/度も観・聴き、圧倒されっばなしだった。 彼女のパワフルなス

テージの魅力は今だ哀えを欠IIらない。まさに和の奇l'i'I!いやJ¥iだけでなくその姿の免やか
で美しいことこれも奇l¥',か！

（月tiイ斗;;J・敬称略）
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フィオレンツア・コッソット
メゾ・ソプラノ

Fiorenza Cossotto 

19:35年、ト リノ'.i:11外のクレ シr.ンティーハこ牛まれる。トリノ音楽院を卒業後スカラ座の研修生となり、

わずか~~淑O)I ~ I S7年 に 111] : :f/,: J削場でデピュー。 1,;J 年 「炒遊病の女」などで伝説的プリマドンナ、マリア・

カラスと共i¥ii(カラスとは、 最後の似t台となったパリ・オペラ座 「ノルマ」の他、 J文々共浙している） 。61

年にスカラ庄において、そのシーズンのオープニングの夜、急病により出i演不11J能となったシミオナート

の代役として急謀 1ラ・フ ,.,・ハ リータIo)レオノーラを歌ってセンセーショナルな成功を収め、 一i龍1仕界

にそのイ{frが知られた，， 如訊がj:アレーナ ・ディ・ヴェローナでの「アイーダ」（アムネリス役）の大成功

により、イ タリア・オベラ界最翡のメゾ・ソプラノとしての地位を不動のものとした。

以後、メゾ・ソプラノ0),..,,域を超えた,・::j('j・、人月[,{jを息わせる低音、さらに淡まじいまでの感梢表現を

武器にJII界 の：：/k以lj場を），'i';捲、数々の低副l<J名舞台を残す。ベルカントからベリズモにいたるまでの節

異的）公範IJIIなレバートリーの中でも、ペッ リーニ「ノルマ」（アダルジーザ）、ドニゼッティ「ラ・ファヴォ

リータ」（レオノーラ）、ヴ LルディのIァイーダ」（アムネリス）、「トロヴァトーレ」（アズチェーナ）、「ド
ン・カルロJ(エポリ）、また 1カパ レリア・ルステイカーナ」（サント ウッツア） 、「アドリアーナ・ルクプ

ルール」（プイヨ ン公F爵火人）などの沿役は、 他の追随を許さない、イタリア ・オペラ史最高の派奏と称

えられている。

1971年N111< /J) ~ {J いた第(il11I イタリア歌劇l l ·J!公油で「ノルマ」と！ラ・ファヴォリータ」に出浙し我国に初

登場、それ以後J,;J公柑沿71111Iアイーダ」、第81111「カバレリア・ルステイカーナ」、「アドリアーナ・ルクプ

ルール」に11¥ilii、いずれも II本/J)... 「楽界に衝撃をりえる名舞台となった。さらに数年の不調を乗り越

え、藤 JJ;(::fk 似IJl •ll に客蔽して：：伏っ た「イル・トロヴァ トー レ」アズチェーナ役でも会場を熱狂に巻き込む白

熱の舞台を繰り｝ぶげ、 そIJ)校様はNIIK/J)放送を辿し全国のオペラ・ファンを魅了した。その後も91年

アレーナ・ディ・ヴいコーナII本公訓/J)「アイーダ」、ボローニャ市立歌劇場の「アドリアーナ・ルクプ

ルール」、小澤征紺指揮o)I―ファルスタッフ」で米IIを屯ねた。

2001年からはヴォ イス・ファクトリーの4―/1JI内で1ザ年II本を訪れ、各地でピアノ伴奏によるリサイタルを開

1m、1,J:11,i令JW衆を熱卯 こ祁いている（史にオーケス トラとの共甑で「イル・トロヴァトーレ」(2003年）、

「アイーダ」 (200'1年）の油炎会形式 1-.ili(にも/1¥iii(して）T:倒的な成功を収めた。またデピュー50周年に

あたる今炉暉i、NIII(ニューイヤーオペラコンサートに特別ゲスト11¥iiJ(、「イル・トロヴァトーレ」のアリ

アを歌って、聴衆を誘愕させたのは品t邸に新しい。

70歳を越えてなお哀えを感じさせない慨脱な）!{と）I: 倒的なイf在感、年齢を屯ねるごとに深さを培す表

視、 そして何よりもその歌を支える粘神の1'j:まいに新たな慇動が広がっている。20泄紀、 21軋紀の2つ

の111:紀にまたがり第 ・線であり続ける、まさに 「('j・楽界の奇跡」と呼ぶに相応しいイタリア・オペラ黄

金期最後のプリマドンナである。

50th Anniversary 
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Cossotto by her own words. 
コッソットが晶る{'j・楽、人'I・：、魂

私が初めて11,1,:に水たとさも、歌った

のは 「ラ ・ ファ • '/ i リ ー タ I で した 。 そ (/)と

き{r(i'かこのオベラはII本初ii凡，プッチー

二やヴェルディ(/)オベラはど知られたfl'

品ではなしヽし、ヽ ',時は字ぷ卜もありません

でしたから、 11:11'濃涼 (J)jヤさんがJ'l'JIJ'iし

てくださるかィ；安でした，， しかし 、今で

も忘れられないのはあ0)とさのII本の

馳衆の 1芹 さ ん(/)然 ~ I ・枷り です，， 終 ぶ位）

カーテンコールのとさに、 lo'いファンの）i

が 「プラーヴ，・ ・コッ ソット1と，':-かれた

大きな布を伽り ながらハンカチで訳をぬ

ぐっている，， あま りの熱JIと」i'Irに、 そ
のとき指揮をな さったマエス ト1・」、デ ・

ファプリティス（彼はいつも・,じ，，炎を，j・って

)、';JIJりを笑わせる人でした）が、椴1)J,0)1iii

でいたずらっばく、からかうような舶をし

て「フィオレンツ［、これはどのサクラを

雁うのに ・f,t,:しヽくらかかった:,,jってllil< 
のです。「マエス トu、私は11'1叶款IIり合

いはひと りもいないのよ ！」って、 ．．人で

笑いあったのを・jとえています。いまでも

111,110)ことのように息い/11します，、

I I 

J.I丈初にスカラ沌で、シミ オナー トの代役 「ラ ・ファヴォリータ」 を歌ったあの晩のことは、 -JI: 忘れられません。その

IIは朝から夜(1)611がまでピッコロ・スカラでの別の公前（のリハーサルをして、くたくたになって家に帰りました。もうご

飯をfl:ペる）じ気もなくて。「ママ、今IIはスープだけにする」と，iって、 スープがIllてくるのを行っていたとき、スカラ

片を(/)総丈配人ギリンゲノ リさんから屯話があったの。「フィ オレンツァちゃん、いまからちょっと劇場においで」、そう

, iわれて、 私は何にも店げられずにq,:でスカラ府に向かいました。110:を降りた楽／せ/¥(/)ところで、 カツラや衣裳の係

りの人たちがj,¥ち梢えていて、私がl'I分の楽／ボにたどり府いたと きには、もうすっかりレオノーラにされていたのよ

（笑） 。そしてその段陪で、削場にアナウンスか流れたの。「本IIシミオナートが急納のため、)';手のコッソットが代

役を務めます」、その知らせに削場令休から 「ウー」という失咆の戸がして、それが私の楽）4にもIJHこえました。それ

までクじぬほどイ召安だったのに、その胎衆の落）I!! のため息を IJH いたとたん 「よーし、私だって ・ I I •.懸命に勉強してきた

んだから！」と物祓い）Jが沸いてきたの。私はきっと逆境に強いのかもしれませんね。公iii(が終ったと き、スカラ廂

中が熱~E して、翌 I I 新聞はこぞって 「スターの誕11 •_! !」と人騒ぎ。猥：リl、いつものように、ピソコロ ・スカラのリハーサ

ルに11'くと、 ・絣にリハーサルをしていた1巾1/¥J述に出迎えられて。ミレッフ（フレーニ）は 「フィオレンツァ、 111:11私た

ちとりljれてからいままでのたった'l'-17で、一体何をしでかしたのよ ！？」と抱きついて祝糾してくれました。そして、 そ
<1) I Iからfムの人生か変わりました。

私は歌手として1剥場で行てていただきました。私0)

時代、劇場が学校でした。そこではカラス、テバル

ディ、 デル・モナコ、バスティアニーニ、テイト・ゴッビ、

堺げればきりがないほど仰人な 「歌う芸術家」の姿に

l1f 11接することができたのです。またセラフィン、ガ

ヴァッ ツェーニ など、 fr 111J 家を心から I~敬するf,,大な
指i雁行 （マエストロ）たちがいました。彼らのリハーサ

ルを客Iii','から見ているだけで、どれほど多くのことを

学ぶことができたことでしょう。いまは時代が変わっ

てしまったかもしれません。そのような時代に11,_まれ

た私はヽ ｝：せです。

カ ール・ベームさんはとっても1fli1'-1い人でした。初め

て私のリハーサルをおIJHきになったとき、真剣な頻し

でがって米られるから 「どうしたのかしら」と思って

いたら「おい、コッソット、陰しているマイクはどこだ」

ですって（笑） 。本当に裂めてくださいました。



マリ.,.,..知）ような仰大な芸術家と舞台を共にできた

ことは本当に寺せで、光栄なことです。スカラ片iの「炒遊

紺の女」で、代役としていきなり彼女のお枡さん役でデ

ビューしたのです。そのときの舞台乃浅'.(が残っています

が、彼女のお母さんを演じながら、trilれでポーとしながら

彼女を見つめている私が与っています（笑） 。カラス最後

の「ノルマ」となったパリで共演させていただいた舞台も

疇，れません。「ノルマ」での私の役、アダルジ一

ザの出 は2硲で終るのですが、「フィオレンツァ、 HI番が

紺らずにhと後まで残っていてね。i立後に 浪行に

Cossotto bv 
コッソットが晶る{f楽、人'I-:、魂
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しUllll・1UUL1Ull 
特別奇稿

江川昭子
ジャーナリスト

r'L 

彼女がコンサートの舞台に現れる。中央で歩みを1しめ、 1捻衆の打n,に微笑みで答える。
そこまでの彼女は、フィオレンツア・コッソットその人。-tl'i手が収まり、 ('j・楽がなり始める l瞬 1 1\J 、 彼女はふっと II を l ~l じ る ，， こ れが 、 変身

のおまじない。 ．再び l—1 を IJHけた時、彼女はもうコ ッ ソ ッ トではない。 いつの間にかオペラの I ii:界が ,;:ち現れて、アズ十 rーナが、 アムネリ

スが、サントゥ ッツアがそこにいるのだ。セットがあるわけでも、役に合わせた衣装を着ているわけでもない(/)に・・・・・"

今，，1-'-lJl、NHKニューイヤー・オペラコンサートに特別llli1ifした時も、彼女が歌い出すや、ホールは 〈トロヴァトーレ〉u>111: 界 と化した。

歌が終わった後、輿布した1捻衆の熱い-ti'IT-と歓占は、 生放送で中継しているために次へのMIJりを忍ぐ,;J会(/)アナウンサーかIllてさて

も、なかなか嗚りやまなかった。

後II、インタビューに応じてくださったコッソットさんによれば、「本'''iに、アズチェーナの中にl'I分,・,身が人り込んでいるというか、 ,・,分

H身がアズチェーナそのものだと思って歌っています」とのこと。

「歌い終わっても、すぐに索の自分には戻れません。徐々にお客様が引き戻してくださるんですね。-ti'!r--がなければ、役U>111: 界にhっ

たまま、戻って来られないかもしれません」と、いたずらっぽく笑った。

肉体は、年を爪ねるにつれて哀える 。 けれども、役に人り込み、その息いや音符に込められた深い必．味を表現する ）J は、 1尿 m~なく進化

していけることを、彼女は身をもって示している。そして、この表現力こそが、何より人々を感動させるのだということを，＇

70歳を過ぎて今なお進化し続ける秘訣をlll-lくと、彼女は 「白分でq,し上げるのは大変恐稲ですが」と辿成がちに、 こう，iった、，

「うんと勉強をします」

これまで何卜回、何百'"'歌ってきた作品でも、紬宵を重ね、それを録行して1mきながら修正をし、本番に臨む。,・,分,・,身を加ることで、
本番では常に 「今、蚊科のl'I分」をIllすことができるのだろう。自分1'1身を見つめるのがやいIIかもあるに辿いない。けれども、 彼女はそ

ういう辛さや苦労を口にしない。 代わりに、彼女から頻繁に Illてきた言袋は、 「愛」 と 「感謝」だった 。 役に対する 1--~1 、 しお客 ＋ふから

いただいた愛」への 「感謝」と「お客様への愛」、そして「長持ちする楽器を与えてくださった神様」への 「！母湖I・・・・・・,i• 瓜だけではな

い。客から1附られた,/Eはすべてホテルの自室に飾る。翌1::1移動しなければならない場合は、教会に持って行ってマリア+;(,に枠げる，9

ああ、この人はこんなにもfj-楽を愛し、斉楽を愛する人々を愛しているのだーー。

そんなコッソットさんのデKさ -:z.-50年を心からお祝いしたい。そして、 Sl年HもS2年Hも、彼女はさらに進化した：：lkを1;uかせて ドさると

侶じている。

ジョルダーニ

カロ・ミオ・ベン

フランク

天使の相

マルティーニ

愛の喜びは

ピッチンニ 「良い娘」から

“頭にくる高慢ちき”

第2部

マスカーニ 「カヴァレリア・ルステイカーナ」から

“ママも知るとおり”

チレア 「アドリアーナ・ルクブルール」から

“苦い喜び、甘い苦しみ”

大阪公演

日時：2007年11)110日（土）14:00IJり派 (13:30開場）

会場：いずみホール

Iii演：フィオレンツァ・コッソット(Ms)、具忠珠 (Pf)
um: ヴォイス・ファクトリー株式会社
協tt:いずみホール
後援：イタリア大使館

協）J: アリタリア航空

ヴェルディ「アイーダ」 4幕1場 アムネリスのモノローグ

“ああ、生きた心地がしない”

札幌公浙

日時：2007年12月58(水） 19:00IJ術崩 (18:30開場）
会場：札幌コンサートホールKitara
/11派：フィオレンツァ・コッソット(Ms)、知ぶ珠 (Pf)

こum:北悔近新聞社、誼新スポーツ、近新文化'Ji業社、北悔逍芸協
後援：札幌市、札l悦iii教脊委員会

協）J: オントナ

特別協）J: 札祝コンサートホール



「イル・トロヴァトーレ」

H時：2007年11月25FI(8) 15:00開派 (14:30開場） 会場：Bunkamuraオーチャードホール

/1\ i演：アズチェーナ…•• フィオレンツア・コッソット(Ms)

ルーナ伯爵•••…• スック・サングン（石 'ii¥"根） (Br) 
レオノーラ・・……•バルバラ・ザルノヴィッカ(S)

マンリーコ·……••ハ・ソクベ（河碩陪） (T) 
フェランド・・..…•• リ・ジェジュン（李在浚） (B) 

イネス……………永安淑美

ルイーズ…………真野郁夫

使 者……..・・・・・柿辿秀

老ジプシー……•大塚t専が

指揮：ニコレッタ・コンティ

浙奏：東点フィルハーモニー交評楽団 束以オペラシンガーズ

演出：大島尚志

舞台監督：手塚優子

照明：中村浩実

字郡：大島雅子
字猫操作： 三宅均（株式会社ティーイーエス）

t佃：ヴォイス・ファク トリー株式会社;,;リJII新lllltl:
後援：イタリア大使館、駐H韓国大使館 ，；i:',¥j1q文化11応

協力：アリタリア航空

｀ 
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慣 迦

第1部

モーツアルト 「フィガロの結婚」から

“序曲” ‘‘自分で自分がわからない” “さあ早く来て、喜びの時よ”

ピyチンニ 「良い娘」から

“頭にくる高慢ちき”

ピゼー 「カルメン」から

“前奏1U1" "ハバネラ”

サンサーンス 「サムソンとデリラ」から

“あなたの声に心は開ぐ'

第2部

マスカーニ 「カヴァレリア・ルステイカーナ」から

“間奏曲” “ママも矧るとおり”

チレア 「アドリアーナ・ルクブルール」から

“間奏曲” “苦い喜び、甘い苦しみ”

ヴェルディ 「アイーダ」から 4幕1場 アムネリスのモノローグ

“ああ、生きた心地がしない”

「記念ガラコンサート」

H時：2007年11月308(金） 19: 00開派 (18:30開場） 会場：東京オペラシティコンサートホール

11¥iiir: フィオレンツア・コッソット
指揮：ニコレッタ・コンティ

祇奏：東点フィルハーモニー交特楽団

主催：ヴォイス・ファク トリー株式会社／朝17新聞社
後援：イタリア大使館

協力：アリタリア航空
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